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1. 直径 25 cm, 長さ 85 m の円管で 3.5 mAq の圧力損失がある場合について次の値を計算せ

よ：(1) 円管壁におけるせん断応力, (2) 円管の中心より 3cmの位置におけるせん断応力, (3) 摩

擦速度, (4) 摩擦係数を 0.03 としたときの円管内の平均速度.

2.図に示すような二次元物体がダクト内におかれている。上流の水の速度が 4.6m/sで下流の速

度分布が図のようになっている。いま物体にかかる単位長さ当たり 230kgの抗力があるとき、上

流と下流における圧力差を求めよ。ただし、圧力は各断面で一様であり、壁に働くせん断力はな

いものとする。

3.図に示すような pipe lineからの噴流の流量および A点における圧力（ゲージ）を求めよ。た

だし摩擦損失はないものとする。
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pgage = −γv2a
2g
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